
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【目標達成計画】

1 23

入居者とのコミュニ
ケーションを図れるよ
うに時間・人員を調整

する

日勤帯業務を夜勤帯で行
うなど現状の業務内容を
変更することなく時間帯
にて調整する

6ヶ月

2 40

入居者全員が何かの役
割を担い食事を楽しむ
ことができるようにす

る

今まで支度・片付けに関
らなかった入居者の方々
の役割作りをする。

3ヶ月

3 43

排泄の失敗について職
員もあきらめず可能な
限り自立に向けた支援

を行う。

研修等で職員の意識の
変革

3ヶ月

4 49
堺近郊で新しい観光先
の提案と外出を行う。

日常の会話から希望を聴
きだし観光ガイドなど資
料を通して希望に合う行
き先の提案を行う。

6ヶ月

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成
に要する
期間

排泄の失敗について、可能
な限り自立に向けた支援を
行う一方、失敗の連続にリ
ハパンの検討を行ったケー

スがある。

本人の希望の聴き取り方に
不十分な点有。入居者が過
去の記憶で知っている行き

先を尋ねることが多い

事業所名 シャローム大庭寺グループホーム　ノア

作成日　　平成　２８　年　１　月１２　　日

現状における問題点、課題

職員がケア・業務に追われ
入居者とのコミュニケー

ションを通して希望や意向
を十分に聞き取れない

食事の支度・片付けが一部
の入居者のみとなっている

優
先
順
位

項
目
番
号

２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容


